
３ 分 量・程 度  

⑴ 分量  

今年度の第５問の長文は33字×34行，約1000字で，文章量は昨年度よりやや増加している。

第４問も文章と資料・会話を組み合わせた問題であり，材料から情報を読みとり数的処理も必要

である。これは共通テストに移行した以降の全体的な傾向であるが，多くの情報を含む文章を理

解し考察する能力を試される。80分の試験時間を考えると，これ以上の量は厳しいと思われる。  

⑵ 程度  

内容的には今年度の設問は，高校生にとって語句や内容において難解なレベルのものは多く

ないが，第４問・第５問の文章量については時間とのバランスを考えていただきたい。  

４ 表 現・形 式  

全体の出題形式を見ると以下の通りである。マーク数も昨年度と同等である。 
 

内容 発音・ピンイン  語 句  表現力  複合的な資料の読み取り  長文読解 

問題番号 第１問  第２問  第３問  第４問  第５問  

設問数 ９ ７ ７ ６ 10  

配点 36点  32点  28点  52点  52点  

５ ま  と  め（総括的な評価） 

令和６年度共通テストは，設問形式や内容，単語の選択において高校生レベルの出題が多く，

思考力，総合的な判断力を問いながらも高等学校から中国語を学び始めた受験者を意識した出題

者の工夫が感じられた。  
 

 本試験 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度  令和４年度 令和５年度 令和６年度 

受験者数  574  665  667  625  599 735 
781 

(＋46) 

平均点  154.90  150.89  167.41  160.34  164.79 162.76   
172.08  
(+9.32)  

 

受験者数は増加する傾向を示しており，共通テスト受験者全体が減少していることを考えると，

外国語における中国語科目の社会的なニーズは引き続き大きいと考えられ，今後も共通テストの

科目として有効に活用されることを希望する。他の外国語に比べ平均点が高いことについては中

国語母語話者の受験者が多いことが推察され，あえて難解な語句を使うなどしても，日本の高等

学校で中国語学習を始めた生徒の得点が下がることしか期待されない。共通テストは外国語１科

目のみで利用されることは少ないため，平均点のみを下げる問題作成は避けていただくことを希

望する。 

内容的にも「外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミ

ュニケーション能力を養う」に基づき，高等学校３年間で学ぶ中国語のレベルを引き続き考慮し

ていただきたい。全体としてはおおむね適切な問題だったと思われる。 

今後の出題として全文で述べた点について御考慮いただき，高等学校から中国語学習を始めた

生徒たちが「是非受験したい」と思う出題をお願いしたい。 

中国語 

第２ 問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成の方針（再掲） 

○ 英語以外の外国語については，大学入試センター試験の枠組みを受け継いだ『筆記』テスト

を課し，「リスニング」テストは実施しない。 

○ 教科としての外国語科の目標である「外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積

極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解し

たり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う」に基づき問題作成を行う。 

また，実際のコミュニケーションを想定した明確な目的や場面，状況の設定を重視する。 

○ 問題作成に当たっては，CEFR等を踏まえた力を問うことをねらいとして作成する。 

その際，大学教育の基礎力を踏まえ，また，高等学校において英語以外の外国語を初めて履修

する者もいることを考慮し，問題作成を行う。 

２ 各問題の出題意図と解答結果及び出題に対する反響・意見等についての見解 

共通テスト第４回である令和６年度の問題の種類と各設問数，配点の内訳を【表１】に示す。

200点満点は令和５年度問題と変わらない。全体の解答数についても，令和５年度問題を踏襲して

50とした。 

第１問は発音問題であるが，Ｄに関しては，ピンインによる出題をリスニング問題の代替とす

る観点に基づき，ピンインによる会話問題を出題している。第２問，第３問は，令和５年度問題

と同様である。第４問は，共通テスト第１回から特に充実させた形式で，コミュニケーション能

力を読み取り測定する問題である。中問Ａでは，大学生の会話，表とその解説の文章などから情

報を読み取った上で適切な選択肢を選ばせ，コミュニケーションにおける情報の受信力を測定で

きる問題とした。中問Ｂでは，学校案内のイベントを企画する場面で，会話や表などから情報を

読み取り，それらを総合して発信することを想定して，適切な選択肢を選ばせ，コミュニケーシ

ョンにおける情報の発信力を測定できる問題とした。第５問は長文問題で，文章の流れに合う語

彙を選んだり，内容について問うなど，長文読解力全般を測る問題としている。 

【表１】 

問題の種類 発音・ピンイン 語 句 表現理解力 コミュニケーション力 長文読解 
問題番号 第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 
解答数 ９ ８ 10 12 11 

配 点 36点 32点 28点 52点 52点 
  

第１問：発音の基礎及び正確さを確認する問題，正確なピンイン把握によるコミュニケーション

力を確認する問題である。 

音節の３つの要素（声母，韻母，声調）について問う出題及び正確なピンインの把握によ

るコミュニケーション力を問う出題となっている。中問ＡからＤにわたって，日本の高等学校

で初めて中国語を学ぶ生徒の語彙の習得範囲を考慮し，基本的な単語から出題した。高等学校

教科担当教員（以下「教科担当教員」という。）からは，おおむね適切であるとの評価を得た。 

Ｄについては昨年と同様，会話文，選択肢をピンインで出題した。中国語表記の補助手段

としてピンインによる表記法を用いることは，中国語の４技能をバランスよく習得するために

必要な手段であり，日本の高等学校における中国語教育では極めて重要である。教科担当教員
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中国語



からは，易しい単語を用いた展開のある会話をピンインで出題する出題形式は，ピンイン学習

を重視する問題作成であるとして評価を受けている一方，正答が容易に選べてしまうこともあ

り，選択肢の文に工夫が欲しいとの意見もあった。 

Ａ：声母に関する知識を問うもので， １ は無気音“d”と有気音“t”の区別， ２ は“x”

と“s”，“sh”の区別を問うもので，正確な発音の習得と知識が求められる。 

Ｂ：韻母に関する知識を問うもので，  ３ は“-ao”と“-ou”の区別，  ４ は“-uang”と

“-ang”,“-uang”の区別を問うた。 

Ｃ：声調に関する知識を問う問題で，二音節語及び三音節語における声調の組合せを問うてお

り，三声の変調規則を含め，全ての音節に関して正確に把握していなければ正解は導けな

い。中国語を学ぶ初学者にとっては習得に苦労するポイントであると同時に，相当中国語

に習熟した者でも正確な知識をまま欠くことがある。 

Ｄ：ピンインの会話文によるコミュニケーション力を問う問題で，会話の流れを理解して解答

する必要がある。 

第２問：語彙力・表現力を測る問題である。 

Ａは文の一部をブランクとし，適切な語を選ばせる問題で，単語の意味・用法に対する正

確な知識を問う問題である。併せて類義語の区別も問うた。 10 ， 11 ， 12 共に正答率

が高かったために，特に成績上位層の識別に課題を残した。教科担当教員からは，選択肢が重

要語であり，適問・良問であるとの評価を受けた。 

ＢはＡと同様に，語の意味・用法に対する正確な知識を問う問題である。適当でないもの

を選ばせることで難易度を上げており，いずれも識別力を備えた問いになった。教科担当教員

からは，選択肢がいずれも重要語であり，適問・良問であると評価されている。 

Ｃは，100～140字程度の短文を読み，文脈に従って適切な語を選択させることによって，

文脈に応じた語彙を選択する力を確認するものである。文字数はやや多めであったが，正答率

が比較的高い問題となった。教科担当教員からは，適切な問題であるとの評価を受けた。 
第３問：作文能力及びコミュニケーション力を測る問題である。 

和文中訳及び中文和訳を通して，中国語の表現力，理解力を測る問題である。設問形式は

昨年度と同じである。 

Ａ：日本語の文を読み，与えられた語句を正しく並べて対応する中国語の文を作る，和文中訳

の設問である。８つの選択肢から必要な４つを選ぶ。文法や語句の理解を確認する問題で

あるが， 22 ， 23 は成績中位層の識別力のある問題となったが，他は正答率が高かった。

教科担当教員からは，文の基本的構造や用法を理解していれば正答できる問題として適切

であるとの評価を得た。 

Ｂ：和文中訳問題で，選択肢の中国語はピンインで表記してあり，日本語の日常的な表現に対

応する中国語の運用能力を測ろうとするものである。問１，問２共に日本語の表現を的確

に理解した上で，ピンインで示された中国語の選択肢の全てを，それぞれ最後まで読み解

かなければ正解が導けないように工夫した。問２ 25 は,２つの節の接続関係の中国語で

の表現を考えねばならず，比較的識別力がある問題となった。教科担当教員からは，素直

な出題であり，適切であるとの評価を得た。 

Ｃ：中文和訳で，問題文の中国語はピンインで表記してある。選択肢の日本語文を最後まで読

み解かなければ正解できないように工夫した点は，上記Ｂと同様である。問１ 27 は複雑

な文構造を適切に表現する必要があり，比較的識別力がある問題となった。教科担当教員

からは，適切な設問，良問との評価を得た。 

中国語 

第４問：高校生の日常生活，大学生のサークル活動など，実際のコミュニケーションの場を具体

的に設定して，身近な話題に関する資料から，必要な情報を読み取り，複数の情報を比較・判

断して要点をつかむ力を問う問題である。言語情報処理的観点から必要な内容を整理・統合し

て正しい解答を得るようにしている。中問Ａでは情報を受信する場面における中国語運用能力，

中問Ｂでは情報を発信する場面における中国語運用能力を問う。 

現実の生活に即した素材からの出題であるため，従来出題には使われなかった語彙もこの

第４問に限り取り入れている。ただし，受験者にとって難度が高い語彙は避け，正答を導くの

に必要な情報は適切な語彙レベルを維持するよう，配慮した。また，図表・グラフ・地図など

を使って情報をスムーズに伝える工夫をしており，ここでそれらを用いるのは，そのような現

実の生活の面における中国語の運用能力を問うことを主眼とするためである。 

Ａは大学生の会話，表とその解説の文章から適切な情報を受信する能力を測る問題である。

問１は，会話の内容を的確につかみ，その内容として適当なものを選ぶ問題である。問２は，

数字を含む表と文章の内容を読み取り，どの国のことを指しているかを選ぶ問題である。問３

は，まとめの表を読み取り，その内容として適当なものを選ぶ問題である。様々な情報を得て，

それらを処理し，適切な解答にたどり着く能力を測っている。問２，問３については，比較的

識別力のある問題となった。教科担当教員からは，適問であるとの評価を得た。 

Ｂは，学校案内のイベントを企画する場面で，会話や表などから適切な情報を受信した上

で，それら情報を概括して発信する能力を測る問題である。問１は学生の会話の内容として適

当な中国語の文を選ぶという問題である。問２は，大学内のイベント用スポットに関するメモ

において，空欄を補う問題である。教科担当教員からは，⑤⑤が分かりにくいという指摘があり，

選択肢に更に工夫が必要である。問３は，表のポイントと学生たちの会話の内容から，それぞ

れの参加者がどのスポットを回ったのかを答える問題である。教科担当教員からは，文章理解

能力と数的処理が融合した良問であると評価されたが，選択肢の作り方に更に工夫が必要と指

摘された。 

第５問：長文読解力を測ることを主たるねらいとしている。  

今年度はエッセイから選んだ。長文の分量は，前回とほぼ同様の900字強とした。第５問の

得点率を見ると，他の大問と比べて著しく低い値にはなっておらず，受験者に過剰な負担がか

かったとは見受けられない。問題文は，使用語句，表現などにも留意しながら，共通テストに

ふさわしい内容に書き換えている。素材や書換えなどについても，教科担当教員から毎年提出

されている要望を反映するよう努めている。 

問題文は，英語だけでなく相手の言語を使うことの大切さを自分の体験を交えて述べた文

章である。問１，問２，問４は，文中の空欄に入れる中国語の語句を選ぶものである。問９は，

文中の空欄に入れるのに適当な中国語の文を選ぶものである。問３，問５，問６，問８は，文

中の下線部の解釈を日本語の選択肢から選ぶ問題である。問７は，文中の下線部の解釈を中国

語の選択肢から選ぶ問題である。問10は，従来どおり，問題文全体の内容に合致する選択肢

を選ぶ問題であった。 

第５問全体を通しては，問６ 45 の正答率が４割弱と最も低かった。文章を最後まで読ま

ないと答えられない問題であったためと思われる。ほかの問題の正答率はいずれも高かった。

教科担当教員からは適切な設問であるものの，選択肢に工夫がやや必要と思われるとの評価を

得た。 
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からは，易しい単語を用いた展開のある会話をピンインで出題する出題形式は，ピンイン学習

を重視する問題作成であるとして評価を受けている一方，正答が容易に選べてしまうこともあ

り，選択肢の文に工夫が欲しいとの意見もあった。 

Ａ：声母に関する知識を問うもので， １ は無気音“d”と有気音“t”の区別， ２ は“x”

と“s”，“sh”の区別を問うもので，正確な発音の習得と知識が求められる。 

Ｂ：韻母に関する知識を問うもので，  ３ は“-ao”と“-ou”の区別，  ４ は“-uang”と

“-ang”,“-uang”の区別を問うた。 

Ｃ：声調に関する知識を問う問題で，二音節語及び三音節語における声調の組合せを問うてお

り，三声の変調規則を含め，全ての音節に関して正確に把握していなければ正解は導けな

い。中国語を学ぶ初学者にとっては習得に苦労するポイントであると同時に，相当中国語

に習熟した者でも正確な知識をまま欠くことがある。 

Ｄ：ピンインの会話文によるコミュニケーション力を問う問題で，会話の流れを理解して解答

する必要がある。 

第２問：語彙力・表現力を測る問題である。 

Ａは文の一部をブランクとし，適切な語を選ばせる問題で，単語の意味・用法に対する正

確な知識を問う問題である。併せて類義語の区別も問うた。 10 ， 11 ， 12 共に正答率

が高かったために，特に成績上位層の識別に課題を残した。教科担当教員からは，選択肢が重

要語であり，適問・良問であるとの評価を受けた。 

ＢはＡと同様に，語の意味・用法に対する正確な知識を問う問題である。適当でないもの

を選ばせることで難易度を上げており，いずれも識別力を備えた問いになった。教科担当教員

からは，選択肢がいずれも重要語であり，適問・良問であると評価されている。 

Ｃは，100～140字程度の短文を読み，文脈に従って適切な語を選択させることによって，

文脈に応じた語彙を選択する力を確認するものである。文字数はやや多めであったが，正答率

が比較的高い問題となった。教科担当教員からは，適切な問題であるとの評価を受けた。 
第３問：作文能力及びコミュニケーション力を測る問題である。 

和文中訳及び中文和訳を通して，中国語の表現力，理解力を測る問題である。設問形式は

昨年度と同じである。 

Ａ：日本語の文を読み，与えられた語句を正しく並べて対応する中国語の文を作る，和文中訳

の設問である。８つの選択肢から必要な４つを選ぶ。文法や語句の理解を確認する問題で

あるが， 22 ， 23 は成績中位層の識別力のある問題となったが，他は正答率が高かった。

教科担当教員からは，文の基本的構造や用法を理解していれば正答できる問題として適切

であるとの評価を得た。 

Ｂ：和文中訳問題で，選択肢の中国語はピンインで表記してあり，日本語の日常的な表現に対

応する中国語の運用能力を測ろうとするものである。問１，問２共に日本語の表現を的確

に理解した上で，ピンインで示された中国語の選択肢の全てを，それぞれ最後まで読み解

かなければ正解が導けないように工夫した。問２ 25 は,２つの節の接続関係の中国語で

の表現を考えねばならず，比較的識別力がある問題となった。教科担当教員からは，素直

な出題であり，適切であるとの評価を得た。 

Ｃ：中文和訳で，問題文の中国語はピンインで表記してある。選択肢の日本語文を最後まで読

み解かなければ正解できないように工夫した点は，上記Ｂと同様である。問１ 27 は複雑

な文構造を適切に表現する必要があり，比較的識別力がある問題となった。教科担当教員

からは，適切な設問，良問との評価を得た。 

中国語 

第４問：高校生の日常生活，大学生のサークル活動など，実際のコミュニケーションの場を具体

的に設定して，身近な話題に関する資料から，必要な情報を読み取り，複数の情報を比較・判

断して要点をつかむ力を問う問題である。言語情報処理的観点から必要な内容を整理・統合し

て正しい解答を得るようにしている。中問Ａでは情報を受信する場面における中国語運用能力，

中問Ｂでは情報を発信する場面における中国語運用能力を問う。 

現実の生活に即した素材からの出題であるため，従来出題には使われなかった語彙もこの

第４問に限り取り入れている。ただし，受験者にとって難度が高い語彙は避け，正答を導くの

に必要な情報は適切な語彙レベルを維持するよう，配慮した。また，図表・グラフ・地図など

を使って情報をスムーズに伝える工夫をしており，ここでそれらを用いるのは，そのような現

実の生活の面における中国語の運用能力を問うことを主眼とするためである。 

Ａは大学生の会話，表とその解説の文章から適切な情報を受信する能力を測る問題である。

問１は，会話の内容を的確につかみ，その内容として適当なものを選ぶ問題である。問２は，

数字を含む表と文章の内容を読み取り，どの国のことを指しているかを選ぶ問題である。問３

は，まとめの表を読み取り，その内容として適当なものを選ぶ問題である。様々な情報を得て，

それらを処理し，適切な解答にたどり着く能力を測っている。問２，問３については，比較的

識別力のある問題となった。教科担当教員からは，適問であるとの評価を得た。 

Ｂは，学校案内のイベントを企画する場面で，会話や表などから適切な情報を受信した上

で，それら情報を概括して発信する能力を測る問題である。問１は学生の会話の内容として適

当な中国語の文を選ぶという問題である。問２は，大学内のイベント用スポットに関するメモ

において，空欄を補う問題である。教科担当教員からは，⑤⑤が分かりにくいという指摘があり，

選択肢に更に工夫が必要である。問３は，表のポイントと学生たちの会話の内容から，それぞ

れの参加者がどのスポットを回ったのかを答える問題である。教科担当教員からは，文章理解

能力と数的処理が融合した良問であると評価されたが，選択肢の作り方に更に工夫が必要と指

摘された。 

第５問：長文読解力を測ることを主たるねらいとしている。  

今年度はエッセイから選んだ。長文の分量は，前回とほぼ同様の900字強とした。第５問の

得点率を見ると，他の大問と比べて著しく低い値にはなっておらず，受験者に過剰な負担がか

かったとは見受けられない。問題文は，使用語句，表現などにも留意しながら，共通テストに

ふさわしい内容に書き換えている。素材や書換えなどについても，教科担当教員から毎年提出

されている要望を反映するよう努めている。 

問題文は，英語だけでなく相手の言語を使うことの大切さを自分の体験を交えて述べた文

章である。問１，問２，問４は，文中の空欄に入れる中国語の語句を選ぶものである。問９は，

文中の空欄に入れるのに適当な中国語の文を選ぶものである。問３，問５，問６，問８は，文

中の下線部の解釈を日本語の選択肢から選ぶ問題である。問７は，文中の下線部の解釈を中国

語の選択肢から選ぶ問題である。問10は，従来どおり，問題文全体の内容に合致する選択肢

を選ぶ問題であった。 

第５問全体を通しては，問６ 45 の正答率が４割弱と最も低かった。文章を最後まで読ま

ないと答えられない問題であったためと思われる。ほかの問題の正答率はいずれも高かった。

教科担当教員からは適切な設問であるものの，選択肢に工夫がやや必要と思われるとの評価を

得た。 
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中国語



３ ま  と  め 

平均点は172.08点（200点満点），100点満点換算で86.04点であり，最高点は200点，最低点は40

点，標準偏差は26.86であった。中国語は他の外国語と比べ平均点が高く，今回は特に中央値が

179点であったことは，大きな懸念材料として挙げざるを得ない。ただ，中国語の受験者層の特性

を考慮すれば，いたずらに平均点に惑わされることなく，高等学校の学習で到達した学力を正し

く評価できる試験であるべきと思われる。教科担当教員からも，高等学校からの学習者が対応で

きるような出題を強く要望されている。本部会の問題作成の方向性が平均点によって揺らぐこと

は，学習者にとって望ましくないと思われる。一方で，正答率の特に高い問題と低い問題をそれ

ぞれ分析することによって，語彙レベルや文章題の難易度をそれほど大きく変えることなく，母

語話者が多いという中国語受験者の特性に対応しつつ，高等学校における学習者が報われるよう

な問題の問題作成には，まだ工夫の余地があるように思われる。 

令和６年度本試験の受験者は781人であった。本試験の受験者は昨年度の本試験の受験者735人

から46人の増加となった。昨年の増加数には及ばないが，今後も受験数は増加していくことが予

測される。来年度以降も，共通テストの目的に則して，基礎的な学力を身に付けた受験者が報わ

れるような問題作成を心がけていきたい。 

共通テスト４回目の結果として見た場合，シンプルな情報摂取，情報把握を問うだけにとどま

らず，語学の本来の意義である読解力を問い続ける必要性がうかがわれる。 

今年度も教科担当教員の方々を始め各方面から有益な意見を頂いたことに，深く感謝したい。

こうした意見を参考にしながら，「高等学校における学習の成果が総合的・客観的に判断できる問

題」の作成を通じて中国語教育の発展と充実に寄与していく所存である。 

 韓  国  語 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

今年の受験者総数は 206 名，平均点は 145.67 点であった。受験者の得点分布を見ると，ある一定

数の「高等学校で４～５単位を３年間学習した生徒」が受験していることが伺える。共通テスト以

降，そのような学習者が点数を取ることができ，かつ，思考力を問う良質の出題となっているが，

残念ながら毎年のように指摘している第１問については良問と言えるか疑問が残る。 

平成 30 年告示の学習指導要領では，「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を

働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言語活動及びこれらを結び付け

た統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったり

するコミュニケーションを図る資質・能力を」育成することを目指している。従来の言語形式に関

する「知識・技能」偏重の教育からコミュニケーション能力の育成に重きを置くよう改訂されたの

である。以前は，外国語（英語）を６年間学び，音声規則や文法を理解していても，なかなか話す

ことができない状況を憂慮し，外国語を使って考え，判断し表現できるようにすることへの転換が

求められている。それゆえ，「共通テスト」英語において，「４技能のうち『読むこと』『聞くこと』

の中でこれらの知識が活用できるかを評価する。したがって，発音，アクセント，語句整序などを

単独で問う問題は作成しない」こととした。ここで言う発音，アクセント，語句整序などを単独で

問う問題は「共通テスト」韓国語における第１問に相当すると考えられる。では，「共通テスト」韓

国語では，なぜこの第１問の形式を継続して出題しているのだろうか。第１問Ａ発音に関する出題

の理由として考えられるのは，問題作成者が，韓国語が持つ音韻の特徴に対する強いこだわりを持

っているためではないかと推察する。確かに韓国語は他言語に比べ，「音の変化」が多く，「音の変

化」を殆ど伴わない日本語話者にとっては習得上の壁になっていることは事実である。しかし，韓

国語に接する機会が多くなり，いわゆる自然なコミュニケーション活動の中で音変化の技術を習得

する生徒も多く存在する。学習指導要領の目的や内容が変わった今，「共通テスト」が，問題作成の

基本的な考え方として引き継ぐべきなのは，これまで評価・改善を重ねてきた「良問」，つまり現在

の第２問以降の問題の蓄積・成果ではないだろうか。令和５年度の問題作成部会の「出題に対する

反響・意見等についての見解」にもその理由が述べられているが，高等学校における学習の到達度

を測るという共通テストの実施目的に沿ったものとは言い難く，特に，その見解の中に「より幅広

い実践的経験を持つ学生が有利になるような出題も少数あることは重要であると考える。」とある

が，これは「共通テスト」の問題作成方針にそぐわない考えであり，その出題は，学習指導要領か

ら逸脱したものとなるのではないだろうか。 

例年どおり本委員会では，平均点を基にした評価は行わず，「高等学校で４～５単位を３年間学習

した生徒」が受験することを想定して各問題の評価を行う。また，その際の難易度の基準として，

中級水準となる，韓国語能力試験（TOPIK）のⅡ（３～４級）及び「ハングル」能力検定試験の３級

～準２級レベルを想定していることをここに明記する。 

また，評価に当たっては，14 ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

本項目では，前文の「高等学校で４～５単位を３年間学習した生徒」の学習到達度を測ることの
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